





































































































































































































九州女子大学紀要 第51巻2号 67 
計算・記憤カの問題を解いた時の心情についてのアンケート (4点満点中の平均値)
表1-1
心情U]、学生) 無音 生活環境音 クラシック
解きやすいー解きにくい 2昌点 2.4点 2.9点
集中できた一気が散った 3.2点 2.7点 2.9点
リフックスできた“緊張した 2.9点 2.7点 3.0点
心地よく解けたー不快だった 2，8点 2，5点 2.8点
議ち着いてできたイライラした 2，8点 2，3点 2.7点
平均 2，9点 2，5点 2国島点
表1圃2
心情〈中学生) 無音 作業音(騒音) クラシック
解きやすいー解きにくい 3，3点 2，6点 3，0点
集中できた気が散った 3，4点 2，3点 2，7点
リラックスできたm 緊張した 2，6点 2，5点 3，2点
心地よく解けた不快だった 3，0点 2.4点 3.1点
落ち着いてできたーイフイフした 3，4点 2，5点 日点
平均 3，0点 2.4点 3，0点
表1-3
心情{大学生) 無音 作業音(騒音〉 クラシック
解きやすいー解きにくい 3，2点 1.8点 3，0点
集中できたー気が散った 3，3点 1.6点 2，9点
リラ':1クスできたm 緊張した 2，3点 2目4点 2，9点
心地よく解けた“不快だった 2，8点 1.1点 2事点
港ち着いてできたイライラした 3，3点 1.9点 3，0点
















































































































1、 解きやすかった . 3 2 解きにくかった
Z、 豊中できた 432 1 貨が散る
札 口ラックスできた 4 :3 2 1揖張した
4、 心地よかった 432 不伏な気分だった
5、 韓ち着いてできた 432 1 イライラした
@生活環境音
1、解きやすかった 432 1解きにくかった
ゑ 集中できた 432 1気が散った
3、 日ラックスできた 432 1 緊張した
4、 b地よかった 432 1 不快な気分だった
弘 蒋ち着いてできた 432 1 イライラした
③クラシック音楽
1、解きやすかった 4 3 2 1解きにくかった
2、 集中できた 432 1 気訴散る
3、 Hラックスできた 432 1 緊張した
4、 心地よかった 4321'1'棋な覚分だった
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Abstract 
In出 sresearch，吐rree叩泊。田nen凶田lundswere set. spec巡回ly:1: S畳間関 2:
So叩 dsof dsily 1尚 and3: Cl部 si国1musi，ιAnalyses were conducted on bow 1朗出ng
was af.∞ted by each environment. Also， e百'ectson learning were v凶fiedfor each 
environmental sound from the aspect of sentiment， at each developmental processョ
除rgetingpup姐.8，studen担割減u凶V町sitystuden鼠 Thefollowing were c1arified組曲e
resul脂羽止出regardtoせ田effects出at昭三rironmen土alsounds have on 1田mingin
development proc時ses.
I:Le紅凶nge百ectswere high among junior high sch四01students町lduniversity 
studen土sin a silent environment Development processes were common from the 
asp配 tof s朗 timenlltis affirma世間仕削減encei.; a ∞mfortable environm聞t.
2:L組問ingeffects commoniy dropoed in devel∞mentpr，回目盟関forilie environ 
menthaving世官慌)undsof daily Iife. lt was also commoniy felt in development 
pr.出回証盟tobe un∞mfo抗ablein the aspect of sentim悶 t
3:Le町ningeffec包 we肥 high田nongel盟百四泊rysch∞，1students in a classical music 
出，vironment.In ilie as担 ctof sentin1ent， oc削 nonly出nongdevelop間関Lpr，悦朗自es，
str，田sw田 reduad;c1assical music was fo四 d加 havea配刃仕企19eff∞t 
It is thought necessary to implement fur泊erstudies in拍 ilieeffec包 onleaming出at
V町ioustypes of environmental泊四ldshave. 
Keyw官d鉱閉羽ron即日1拍1sounds; le紅n加geffec脂 developmentproc出掛S
